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ウォーキングが高齢振動障害患者の生活体力に与える

効果に関する研究
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目的　振動障害を有する高齢患者を対象にして，生活体力の維持向上にたいする，軽度の有酸素

運動 (walking) 指導の効果について調べた。

方法　対象は1998年12月から1999年3月までに山陰労災病院の振動障害検診を受診した振動障害

患者52人である。全員男性であり，この52人を無作為に運動指導（介入）群と非指導（非介

入）群にわけた。平均年齢は介入群69.1歳 (SD7.3) 非介入群69.0歳 (SD7.5) であった。軽

度の有酸素運動（1日30分の歩行）を介入群に指導し，1年後の生活体力に与える影響を調

べた。生活体力の評価は明治生命体力医学研究所考案の4項目，起居能力，歩行能力，手腕

作業能力，身辺業能力によって行った。

結果　ベースライン時点での2群の年齢，振動曝露年数，症状，喫煙および飲酒状況，運動習

慣，生活体力の測定値において有意の差はなかった。運動習慣のある人の割合は介入後，介

入群で8人から22人，非介入群で10人から14人に増加した。介入群では非介入群に比較して

有意に運動習質のある人の割合が高くなった。介入群と非介入群で総合評価得点の変化に有

意の差があった。生活体力の測定値の変化で有意差があった項目は，起居動作，身辺作業動

作であった。

結論　軽度の有酸素運動の指導は高齢振動障害患者の生活体力の維持向上に有効であった。
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